
　骨粗鬆症の病態のࠜװとなるੑϗルϞンのݮগは生֔վળすることはない。すなわͪ，
骨粗鬆症は༧๷，診断，治療を生֔にわたり継続することがٻめられる疾患である。かつ
ては「骨粗鬆症なΜて࿝化ݱ৅」とまでݴわれていた࣌代があった。その໊࢒か，ࠓなお
もって骨粗鬆症の検診཰は 5ˋというঢ়گでӅれた骨粗鬆症例は૝ఆ患者数 1
590 ສਓத
80ˋにもୡするとされている。骨粗鬆症はA%Lの௿Լのみならずࢮ๢のϦスΫを高める。
しかし，骨粗鬆症に治療介入することにより生໋༧後はվળする。この疾患はࣗ෼もそし
てՈ଒にもごଟ෼なくऻいかかってくることを೦಄に，患者さΜをࣗ਎のՈ଒とࢥい生֔
にわたる༧๷，診断，治療をおئいしたい。骨はւ໖骨で೥間 40ˋ，ൽ質骨で೥間 �ˋఔ
౓すべて入れସわるため，介入（৯事，ӡ動，ༀࡎ）による骨折๷ޮࢭՌは高い。しかし，
治療をத断すれ͹໭ることのないੑϗルϞンݮগのあおりを受け，ݩの໦Ѩ໻となる。関
節外科医，整形外科医は「骨」こそ，生理機能を理解し治療すべき対৅を͛޿ていただきた
い。整形外科医は手術の際にᡲやᯰଳ，骨に৮れ，૊৫の強౓を௚に感じ，ݸ々の症例に
対してద੾な外科的ॲஔをࢪしていく。整形外科医がଞ科の骨粗鬆症診療にܞわる医ࢣと
ҟなるのは，骨に௚に৮れ，骨強౓というものを਎をもってମ感していることである。例
͑͹，術前検ࠪで骨ີ౓が :A.��0ˋを超͑ていても，手術தに骨に৮れた際に，「Μʁ
骨が੬いな」「Μʁ 骨がೈらかいな」と感じれ͹，術தૢ作を৻ॏにするのみならず，術後
した治療を։࢝することができる。整形外科医は手術の際に骨ࢦから骨強౓վળを目ظૣ
をϘーンιーで੾ったり，スΫϦューをଧͪ込Μだり，インプラントをଧͪ込Μでいる。
いわ͹骨強౓ݧࢼともい͑るこれらの外科的手ٕを௨じて，ݸ々の症例における骨強౓の
ଟ༷ੑをମ感している。整形外科医はજࡏ的にこうしたݧܦをもとに患者さΜの骨折Ϧス
ΫをධՁしているといってもաݴではない。本特集は整形外科医としても骨のૉإを஌る
研究者としてもΤキスパートの先生方に執筆をおئいした。໌日からの診療の一助になれ
͹޾いである。
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